
　

十
月
二
十

二
日
、
紅
葉
の

一
日
、
復
活
二
回
目

の
『
虚
空
蔵
山
米
か
つ
ぎ
マ
ラ

ソ
ン
』と『
四
賀
ク
ラ
フ
ト
祭
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
四
賀
ふ
る
さ

と
公
園
で
は
、
木
工
製
作
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
着
物
を
着

て
の
野
点
や
各
種
食
べ
物
の
販

売
な
ど
三
〇
以
上
の
出
店
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

米
か
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

者
や
ご
家
族
も
会
場
で
楽
し
み
、

高
低
差
六
五
〇
ｍ
、
十
三
㎞
の

山
岳
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
で
は
、

ク
ラ
フ
ト
祭
り
の
参
加
者
が
力

走
の
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
す
る
光

景
が
…
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

は
「
う
れ
し
か
っ
た
」「
励
み
に

な
る
」
と
口
々
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
ま
で
別
々
に
行
わ
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
同
時

に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思

い
が
け
な
い
楽
し
さ
の
収
穫
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
次
回
も
同

時
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
、
さ
ら
な
る
『
四
賀
の

魅
力
』
を
感
じ
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
も
の
で
す
。

第57回
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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,949世帯　

人　口　　　4,917　人
　男　　　　2,385　人　

　女　　　　2,532　人

307

（平成28年11月1日現在）

スタ～ト

今
年
も
大
熱
戦
！
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
チ
ー
ム
は
…

四
賀
一
周
駅
伝
大
会

※�第１区は、第２位�飯島�伸広（赤怒田）も新記録

第５７回四賀一周駅伝競技大会 結果
順　位 チーム名 記　録
優　勝 赤怒田 1:32:12
準優勝 殿野入 1:33:47
第 3位 保福寺町 1:35:28
第 4位 新町ジャイアンツ駅伝部 1:36:16
第 5位 五常 1:40:23
第 6位 ほんまち 1:45:36
第 7位 五常Ｂ 1:46:46
第 8位 反町　刈谷原 1:52:06
第 9位 赤怒田・絆 1:55:48
第10位 殿野入ファミリー 2:05:12

召田

総
合
成
績

区間 優勝者（チーム名） 記 録 新記録
1 藤松　嶺（五常） 7:38 ○（注）
2 常田公雄（殿野入） 8:06 ―
3 川上鎮一（保福寺町） 7:33 ―

4 草間将太兼児吏士（召田） 11:44 ―

5 甕　智也（召田） 13:02 ―
6 瀧山晃司（召田） 8:14 ―
7 渡邉　鈴（召田） 6:19 ―

8 本木優大（新町ジャイアンツ駅伝部） 8:46 ―

9 三輪　航（赤怒田） 7:59 ―
10 三田村篤（赤怒田） 8:28 ―

個
人
成
績

1,942
4,732
2,297
2,435

　
曇
り
が
ち
の
朝
で
し
た
が
、開
会

式
の
始
ま
る
午
前
十
時
に
は
青
空
が

広
が
り
始
め
た
十
一
月
三
日
、反
町

と
刈
谷
原
が
合
同
チ
ー
ム
と
な
り
、

十
一
チ
ー
ム
に
よ
る
四
賀
一
周
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
午
に
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
は
、た
す
き
を
つ
な
げ
な
が
ら

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
四
賀
の
山
間
を
走
り

抜
け
ま
す
。な
か
で
も
快
調
に
走
っ

て
き
た
召
田
チ
ー
ム
で
し
た
が
、第

九
区
で
選
手
が
体
調
を
崩
し
、惜
し

く
も
棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い
、優
勝

は
三
年
連
続
優
勝
の
赤
怒
田
チ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
後
続
の
チ

ー
ム
も
タ
イ
ム
差
は
少
な
く
、熱
い

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

コラボ
開催

虚空蔵山米かつぎマラソン 四賀クラフト祭り
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九
月
十
日
に
虚
空
蔵
山
城
跡
の

現
地
調
査
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

虚
空
蔵
山
腹
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

「
中
の
陣
城
」「
秋
吉
城
」
の
中
間

地
点
の
谷
間
に
あ
る
通
称
「
水
の

手
」
周
辺
で
す
。
平
成
二
十
四
～

二
十
五
年
の
第
三
次
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
ひ
な
壇
状
の
平
場
群

の
最
下
段
で
、
竪
堀
や
土
塁
は
比

較
的
新
し
い
段
階
で
作
ら
れ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
中
国
製
の
染
付

皿
、
瀬
戸
産
の
天
目
茶
碗
や
皿
な

ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
重
要
な

人
物
が
い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

　

石
垣
群
の
造
成
は
十
五
～
十
六

世
紀
。
有
力
な
勢
力
の
主
導
に
よ

り
、
大
量
の
労
働
力
が
投
入
さ
れ

た
土
木
事
業
の
結
果
だ
そ
う
で
す
。

山
全
体
が
城
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

の
壮
大
な
構
え
で
、
発
掘
調
査
、

古
文
書
か
ら
歴
史
が
解
明
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
旧
会
田
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
発
掘
も
始
ま
っ
て
お
り
、

新
た
な
発
見
が
楽
し
み
で
す
。

　

松
本
市
平
和
都
市
宣
言
三
十
周

年
記
念
事
業
「
平
和
の
集
い
」
が

九
月
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
支

所
に
移
設
し
た
平
和
祈
念
像
の
前

で
小
・
中
学
生
の
詩
の
朗
読
な
ど
の

祈
念
式
典
が
あ
り
、
元
四
賀
村
長
の

中
島
学
さ
ん
が
戦
争
体
験
を
語
る

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

お気軽に
　ご相談くだ

さい。

四賀支所にいます！

四賀地区担当

清本　悠保健師
はるか

12月22日（木）

１月24日（火）

8：30～10：30A
M

8：30～10：30A
M

発掘調査
現地説明会開催

殿
村
遺
跡 

虚
空
蔵
山
城
跡

第307号④

第
7
回
四
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

優　

勝	

し
ん
ま
ち

　

準
優
勝	

板
場

　

第
３
位　

s
o
r
i
m
a
c
h
i

	

I
K
A
R
I
バ
レ
ー

第
21
回

　
四
賀
オ
ー
ル
ド
ナ
イ
タ
ー

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

優　

勝	

五
常
チ
ー
ム

	

な
か
が
わ
Ｂ

　

準
優
勝	

会
田
チ
ー
ム

第
31
回

　
四
賀
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

優　

勝	

チ
ー
ム
22
チ
ー
ム

　

準
優
勝	

反
町
チ
ー
ム

　

第
３
位　

ロ
ッ
キ
ー
ズ

第
47
回

　
四
賀
早
起
き
野
球
大
会

　

優　

勝	

飛
龍

　

準
優
勝	

Ｄ
･
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

　

第
３
位　

本
町
ボ
ッ
キ
ー
ズ

各
種
競
技
大
会
結
果

�

（
第
３
位
ま
で
）

平
和
の
大
切
さ
・
命
の
尊
さ

四
賀
地
区

「
平
和
の
集
い
」

　

十
一
月
三
日
、松
本
市
美
術
館

に
て
開
か
れ
た
文
化
芸
術
表
彰

式
典
で
、昭
和
六
十
一
年
か
ら
四

賀
コ
ン
サ
ー
ト
を
運
営
す
る「
四

賀
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
」が

文
化
芸
術
功
労
賞
を
受
賞
し
、中

心
団
体
の
四
賀
混
声
合
唱
団
の

佐
々
木
清
夫
団
長
が
代
表
し
て

表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
菅
谷

市
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
賞
は
二
十
年
以
上
活
動

し
て
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
人
・

団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。長

年
の
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

四賀コンサート実行委員会
松本市 文化芸術功労賞受賞

　
十
月
十
六
日
に
四
賀
地
区
福
祉
の

集
い
が
ピ
ナ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
、約

三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
十
二
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
集
い

は
、桂
總
子
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
で

幕
を
開
け
、福
祉
に
貢
献
し
た
方
々
へ

の
表
彰
等
の
式
典
が
行
わ
れ
、続
い
て

の「
住
み
慣
れ
た
四
賀
地
区
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
」に

つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、少
子

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、元
小
結

の
舞
の
海
秀
平
さ

ん
が「
小
よ
く
大
を

制
す
」と
題
し
て
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。新

弟
子
検
査
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
頭

に
シ
リ
コ
ン
を
注
入
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

巨
漢
の
横
綱・曙
の
足
を
攻
め
て
勝
ち

星
を
あ
げ
た
と
き
の
工
夫
な
ど
を
披

露
。身
振
り
手
振
り
豊
か
に
、と
き
に

ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
で
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
鉢
が
当

た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、集
い
は
盛
会

の
う
ち
に
閉
じ
ま
し
た
。

舞の海さんの記念講演も

福祉の集いが開催

文化祭文化祭 日頃の研鑽の成果を…

　
十
月
二
十
九・
三
十
日
に

四
賀
地
区
文
化
祭
が
支
所
ピ

ナ
ス
ホ
ー
ル
、ホ
ワ
イ
エ
、二

階
ロ
ビ
ー
、三
〇
二
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。地
区

の
皆
さ
ん
の
力
作
ぞ
ろ
い
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
併
せ
て「
四
賀
新
そ
ば
祭

り
」も
行
わ
れ
、三
十
日
に
は

四
賀
地
区
の
姉
妹
地
区
、三

重
県
鳥
羽
市
相
差
町
内
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
伊
勢
海
老
汁
、

サ
ザ
エ・ア
ワ
ビ
焼
き
、海
産

物
の
販
売
が
あ
り
、大
い
に

賑
わ
い
、来
場
の
皆
さ
ん
は

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。


